
  
  

  

    イ ン 

日本発生生物学会 

目                   

2
 屋

  
 

 
 

1 9 6 8 年 1 2 月 
  

・
Ⅲ
 

  

 
 

  

  

  

日 本発生生物学会 

 
 



  

 
 

 
 

 
 

 
 

サーキューラ 妬 2 は，来年度大会案内および 欧文話につい 

てのお知らせとお 願いを 主 ・内容にいたんました。 大会が有意 

義仁成功し，立派な 欧文話ができますよう 会員の方々の 積極 

  ， 的 御参加を ; お願い 致 します。 4 た イ す     ダ茂 
        樺 ： ぢ -, 、 の逼 -@  、     
内 容 

第 2 回総会・大会案内                                                                                                                                                                                                                                                                               
p Ⅰ 

]  総会・大会要項……………………… - …………… - ……… - 十 1 

2  参加・講演 申 速み                                                                                                                                                                                       P@ 2 

( 講演要旨原稿執筆要項 )                                                                                                                                                     P@ 5 

( デスカ ツ ジョア ，ミ = テ 々 ググ ) @-- ニ一 -W-- 一 - P@ 3 
5  宿 泊 ・ --.-                                                                                                                                                                                                                       P@ 4 

4  参加申し込み 送り先 ------                                                                                               P@ 5 

欧文話についての 報告とお願い ・… -         -                                                                                                     p る 

  ( 寄稿についてのお 願い )  - 一 ‥一一   - 。 ・ --- …… -...--.- … --@ 。 --   P@ 7 

  " " 一 " 

日本発生生物学会 
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日本発生生物学会 

第二回総会ならびに 大会案内 

すでにご承知のように 新会長，新運営委員がきまりまして ，日本発生生物学会の 活動が 

軌道に乗りましたことは 喜びにたえません。 つきましては 第 回の総会・大会を 金沢大学 

 
 

において準備をすすめ 下記のように 計画しました。 できるだけ多数の 方々の御参加をえて ， 
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昭和 4 3 年 1 2 月 

第 @_ 回 大会準備委員会   

金沢市丸ノ内 ] の ] . 金沢大学理学部生物学教室 

委員長 木 戸 哲 二 Tel  0762 一 62 一 4281 一内線 555 

    
1  総会並びに大全 ; 要領 

( イ )  期 日 昭和 4 4 年 5 月 3 Ⅰ 日 C 土 )  , 6 戸 1 日 ( 日 ) 

( ロ )  会 場 金沢大学教養部校舎 ( 理学部に隣接 ) 

( ハ )  日 程 

日 時 間 行   一 

菅 さ 0( 金 ) 午 後役員会など 
第 午 前 一般講演 
一 3 1 ( 土コ 
日 午後一般講演，総会，懇親会   
第 午前 一般講演 
=  Ⅰ C 丘ヨ ) 
日 午 後 ディスカッジョン ミ - ティン グ 
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2  総会，大会参加及び 講演申込みについて 
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    15 日 ( 到着期日厳守 ) までに大会費 500 円 ( 学生はる 00 円 ) を添えて大会準 
  

備 委員会 宛お 送り下さい。 

総会では発足間もない 学会で ， いろいろとご 意見もございましょうから 積極的なご 

  

出席をお願いします。 
  
   

 

(P) 大会に参加しないがプロバラムのみを 希望される 力 は 4 月 4 5 日までに参加 票 と共 

に 200 円をお送り下さい。 プロバラムは 大会前に郵送する 予定です。 

( ハ ) 講演を希望される 方へ 

発表される内容は 研究材料及 び 方法の如何を 問わず発生出物学に 関するあ らゆる 分 

野の研究を含みます。 講演希望の方は 来る 4 月 1 5 日までに参加 票 と共に， 200 字 

 
 

前後の講演要旨を 大会準備委員会 宛 にお送り下さい 霊 町着期日厳守 ) 

講演時間は質疑応答を 含め一題 20 分とします。 但し演題 数 と時間の都合を 考え 同 

傾向の講演数題を 一括して一つの 討論時間で行っていただくよう 大会準備委員会の 責 

 
 

任 でお願いする 講演が生ずるかも 知れませんから ，この 旨ご 承知おき下さい。 
  

会場にはる 5 ミ ノ ・スライド映写機 ( 一台 ) , また必要に応じて 1 6 ミリ，フィル 

ム 映写機 ( 一台 ) を用意します。 スライドはⅠ 枚 ごとに図のように「 天 」の字と映写 

番号，講演者の 氏名，発表番号を 付記して 下   
席 ] 

さい。 同一スライドを 2 度使用の場合は 同じ 天 

ものを 2 枚用意下さるよ う 希望します。 
琢 

講演者は講演終了後，講演内容の 原稿を座 

長 にお渡し下さい。 この原稿は学会誌御上 帝 

り ] 頁 ) に掲載しますので ，下記の要項にし 
番号 氏 名 

たがって，よくご 注意の上執筆して 下さい。 
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講 演 要 旨 執 筆 要 項 発表当日提出厳守 

],  400 字 詰 横書き原稿用紙を 用 い ，記述は表題，著者名・ 所属機密，本文 ( 必要なら 

次に文献 ) の順とし，脚注として 著者名ローマ 字綴りと欧文表題を 付けること。 
  

2. 本文 ( 文献記入の場合はそれを 含めて ) だけで，厳密に ],90D 宇 以上 7,950 字以 

内にまとめること。 刷上り ] 頁 となる。 写真掲載の場合に 限り実費を著者に 負担して 載 

くことがあ るので諒承されたい (4/4 大で数百円 ) 

5. ロ ・写真を捜入することが 希 ましか。 縮尺率は 2/5 または 1/2 が好ましい。 ただ 

し，刷り上りの 大きさに応じて ，上記本文の 字数を削減されたい。 (4/4 頁 大が 

5 60 字 分に相当 ) . 

4, 文献記入の場合は 著者名・年号・ 掲載 誌名 ・ 巻 ・ 頁 ( 始まりと，終りを ] ら ～ る 0 の 

ように記述すること。 

5. 刷上りが 7 頁を超えるときは ，超過印刷代を 著者に負担していただく。 

る ・別刷は，実費著者負担で 作成するが． 50 部単位とし，希望部数を 原稿 第 ] 頁に明記 

のこと C5 o 部で約 4 0 0 円 ) 。 

( 二 ) ディスカ ツ ジョン ミーティンバについて (5 月末日蓮 に 連絡されること ) 

この新学会にはこれまでにない 多方面の専門分野から 集ってこられると 思いま 

す。 また，それを 強く希っています。 これを機会に 関連分野の方々が 親しく情報交換 

をするためには ，従来の学会で 行ったように 1 , 2 のテーマのもどで 開くジンポジ ュ 

- ム 形式では十分な 交流ができかねると 考えまして，自由に 話し合いができ ，しかも 

学会に参加された 方々のすべてがどこかの 集会に参加できる よう に小集会をできるだ 

け数多く開きたいと 企画しました。 開期は日程 表 に一応 第 = 日の午后としておきまし 

たが，それ以外に 第一日の懇親会後，それぞれの 次会の形式で 開いていただいても 

よいと思います。 それに沿った 会場をできるだけ 都合したいと 思います。 この主旨に 

ご諸司いただきまして ，この小集会の オ ルガナイザ一になる 方の氏名，主なテーマ ， 

人数及び希望を ，また，こんなテーマについて 交流したいが オ ルガナイスする 方を考 

えてほしいというご 意見があ りましたら，来る 5 月末日まてに 準備委員会までお 知ら 

- る - 

  



    

せ 下さい。 ( できるだけ早い 方が 希 ましい )  なお，オルガーナイザ - にはならない 

が 。 このようなミーテン グ なら参加したいというお 考えもお聞かせ 下さい。 
  

( ホ ) 懇親会について 

第 ～ 日 (5 月 3 1 日 ) 総会終了後，学生会館 倍大木 - ルでビ - ル ・ パ - ティー 
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ご記入の上，会費は 大会費と共に 大会準備委員会 死 にお送り下さい。 

  

3  宿 泊 に つ い て 

 
 

大会準備委員会としては 宿泊のお世話は い たしかねますの で， お手数ながら 各自で手続 

きをとって下さい。 係で選んだ宿泊施設は 下記のとおりであ りますが，北陸では 観光 ジ一 

ズン でもあ って適当な宿舎が 不足するこよも 考えられますので ，来るる月末日までに ， で 

きるだけ早く 予約して下さい。 予約申込みの 際は。 発生生物学会宿泊申込みであ ることを 
  

明らかにし，住所，氏名，性別，等級，宿泊期間㈱ ; る 0 日夕～ 2 日朝 ) を明記し， 予 
  
  純金の必要の 場合はそれを 添えて申込み 下さいしこれらの 宿泊施設はいづれも 大会場から 
  
  
  バスで 2 0 分，タク ジ 一で 1 0 分以内の距離にあ ります。 
  

イ 金 沢 者ト ホテ ノレ 金沢市 此花町 ，金沢ビル 内 ( 電話・ 0762-31 一 2202) 

料金 U  泊 室料 )  : ジングル「， 800 円， 2,000 円 ， 

  

2200 円 ， 2400 円 

、 ツイ ン 520 D 円 より 予約金不要 

口 セントラルホテル 金沢市堀川町 4 の ]  ( 電話・ 0762 イる一 55]] ) 

料金Ⅱ 泊 室料と朝食 付 ) 

ジングル ],900 円～ 2,600 円 

ツイ ン 5,800 円以上 予約金不要 

以上の両ホテルは 金沢駅双にあ ります。 

ハ 北 陸 会 館 金沢市 兼 六元町Ⅰの ]  ( 電話， 0762 イ 2 一 0055) 

-4 - 



  

  
  
  

  

  

  
料金 (1 拍室料 ) 4 0 0 円，グリルあ り，収容 2 0 人，予約金 

不要   

C ヱ ) 石川県労働会館 金沢市 芳斉町 2 丁目 1 5 の 7 8 C 電話・ 0752 一 52-027 の   
  

料金Ⅰ 泊 室料 ) 4 5 0 円 ，グリルあ り，収容るる 人 ，予約金 

不要 

( ホ ) 石川県婦人会館 金沢市 広坂 2 丁目 1 の 3  % 話 ， 0762-63-0115) 

料金い 泊 2 食 付 ) 7,2 0 0 円 ( 朝食 1 0 0 円 ，夕食 2 0 0 円 ) 

予約金不要，男子でも 宿泊 可 ，収容 3 0 人 

( へ ) 国家公務員共済 

組合宿泊所 

紅梅 荘 金沢市大手町 2 の 1 4  ( 電話・ 0762-31-281 の 

料金い 泊 2 食 付 ) 組合 費 8 8 0 円 ，予約金 1 入 っ 泊 2 0 0 円   

収容 4 Q 人 

共 同 組 合 ( ト ) 金沢市旅館金沢市杏林 坊 1 丁目 ] の 28C 電話                             るる -381 Ⅰ 

金沢市の中央部にあ る旅館の共同窓口です。 予約申込み人数には㍉ 芯 制限はあ りませ 

せん。 予約金は 1 人 1 泊につき 1,0 0 0 円です。 

家族，知人との 同宿を希望される 場合は予約の 際に，その 旨 申し込んで下さい。 こ 

れるの旅館には 洋室はあ りません。 

4  参加 票 。 講演要旨・大会費・ 懇親会費等の 送り先 

金沢市丸ノ内 ] 番 1 号 金沢大学理学部生物学教室 ( 郵便番号 9 2 0) 

日本発生生物学会大会準備委員会 ( 木戸 哲 =  ) 

会費の送金にⅠ ま 郵便定額小督 為 をご 利 m 下さい。 

嶺 注意 同封の参加申し 込み票をおとど げ 下さった方にのみ ，大会プロバラムなど 大 

会案内を郵送致します。 
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  編集主幹 椙 山 正 雄 

1 0 月 26 日名古屋で編集会議を 開いた。 出席者は，主幹，丸山，古谷， 団 ( 仁 )   

飯野，岡田 ( 節 ) , 岡田 ( 善 ) 柳島 各委員，江ロ ェ ンプリオロギア 事務幹事。 また佐藤忠 

雄ェンブリガ ロ ギア主幹も会議の 途中出席された。 欧文誌を発生生物学会の 雑誌として 今 

後発展させるための 方針方策について・ 長時間にわたり ，種々討議し ，基本的な点につい 

て大体の結論を 得た。 主な点は次の 通り。 

誌の性格 : 次の英文で性格を 示す。 このかなり広い 包含分野にわたり ，発生生物学の 優 

れた論文をのせる。   
  

D 甜 IRLO 皿圧 ENT,  G 軸 OW 皿 l  and  Ⅱ 工 P 正官 1 己 町 T 工 @ATION  土 s  an  土 nternat 土 onal 

journal  億 evoted  士 o  the  publ 土 ca 土エ on  of  o で 土は土 nal  papers  巳 eal- 
 
 

土 n ぎ W 士七 h  develop 田 en 十 al  phQnoTena  土 n  巴 上上 kinds  0f  0 丁 き aniS 田 s 。 

PaperS  土 n  any  0f  七 he  f0llowing  f 土 e 上巳 s  W 土工工 be  conside Ⅰ edz 

developmental  8ene 十王 csr  き row 七ね， 山 orpho き enes 土 s,  cellula で 

k 土 ne 十王 cs,  fe Ⅰ 七 土工上臼 呂 寸土 on,  cell  d 土 v 土 sion,  d0 丁 mancyr  き er 田上 na 一 

  

七土 on,  Ⅲ etamorphos 土 s,  re き enerat 土 on  and  pathoge  nes 土 s,  at  the 

・ biochemical. .biophysical  and, analytically  morp ね ological 

工 evels@  reports  on  十 echn 上臼 ues  appl 土 c 乱 hle  to  七 he  above  f 土 elds. 

A 十七 土 mes  で ev 土 ews  on  subjects  se 工 ec 十 ed  by  the  ed 上士 ors  w 土工工 

be  pub 上土 she 巳 ・ Br 土 6 で complete  papers  w 土工工 be  圧 ccePte 己 ， 輌 二七 
  

not  p で e 上上 m 士 nna 耳 y  repo で 十 s. 

誌名 :  睡 nbryol0 ぎ土 a を改題し， Develop 皿 ent,  Gow 七五 and  D 土 五 %er 一 

em 十 土色 十 jon  とする。 表紙には Develop Ⅲ lent をや ム 大きく，後の 語をや ム 小 

さく印刷する。 ( 注 ， 誌名 公募に対し，多数の 会員から候補名を 寄せられたことに 感謝 

一る - 
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用語 : 英 ・ 独 ，仏語のいずれかを 用いる。 要約は本文用語にかかわらず 英語とする。 

登載可否の判断 : 各論文原稿は ，その専門分野のレフ ヱリ -2 名に判断を依頼する。 

事務幹事依嘱 : 編集関係を小嶋 学氏 に依嘱する。 会計関係は当分江口吾朗氏にお 願いす 

る 。 なお，細かい 事務を行 う 事務員を非常勤で 近く頼む。 

その他，投稿や 編集の規定などの 細かい事項の 審議や，会員種別についての 提案など 

があ った。 ( 注 ，当日の議事録は 学会運営委員各位に ] 部 づつ 届けてあ りますから， 便 
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員 ，学会役員と 通信により連絡しながら 行ったので，予定よりおくれたが ， 1 2 月初句 

に最終のものができ 上った。 

投稿規定 : 和文のものは「投稿上の 注意」と題した 同封の印刷物を 御覧いた ビ きたい。 

英文のものもできているが ，これは第 1 号の裏 表紙に印刷の 予定。 それより前に 入手 希 

望の方には申出次第コピーを 差 上げる。 

編集規定 : 編集を能率よく ，公正に進めるための 方法や，レフ ，リ ー 制度など，編集委 

員の申合わせを 規定の形とした。 鮭 ，ここには内容を 記す紙数がないので 省きますが， 

各地の運営委員各位にはコピーが 届けてあ ります。 そのうちに印刷予定ですから ，希望 

の方には 差 上げられます。 ) 

発刊予定 : 昭和 4 4 年 5 月に第 ] 号 ， 6 月に第 2 号刊行の予定。 第 1 号，第 2 号は多数 

印刷して国内，国外に 送って，入会や 購読万を PR する予定。 

寄稿についてのお 願い 

前記のように ，本誌の包含範囲は ，発生・成長，分化という 生命現象の研究であ り，個 

体・細胞・分子の 各レベルにわたり ，また動物・ 植物・微生物の 間に境を意識しません。 

広く会員諸氏の 御寄稿をいた ビ きたいと存じます。 



        
    

  

  

  
  
  
  
  

  
  

  

  

  
  

  

  

  

  

  

  

  
  
  

  

  
  

編集委員の方々は ，今更御紹介するまでもない 第一線の研究者で ，本誌の発展のために 

非常な熱意を 燃やしていて 下さいます。 この上は会員諸氏の 御協力をお願い 申上げて，い 

わば，新制縛 4 期の編集任務を 果すよう努力いたします。 

なお・先日の 編集会議の席上，エンプサオロギアの 創始者であ り，現在まで 同誌を育て 

てこられた佐藤忠雄主幹の 功績を讃える 言葉が全員一致して 出ました。 ェ ンプリオロギア 

を改題して，いわば 脱皮して発展すること ， p こ ，同主幹が積極的に 賛成して下さ。 たことは， 

後任者を大いにげきれいすることになりました。 

最後に，寄稿について 2 ,3 の要項を中上げます。 第 ] 号 ，第 2 号の原稿しめ 切りはそ 

れぞれ ] 月 20 日 ， 5 月 20 日です。 「投稿上の注意」はやしかたい 文章ですが，編集を 

円滑に進めるために ，これに沿って 原稿を整えて 下さるようお 願い申上げます。 ( 文中る 

打目 に 「本誌最近号を 参照して」とあ るのは，第 1 号刊行までは 適用できないことと 御 諒 

解下さい。 ) 

発生生物学の 優れた論文は 是非 D.G .D に 御 寄稿下さるよ う 重ねてお願い 申上げます。 

  

会費納入について 

米納入の方は ，郵便振替にて 至急納入手続き 下さい。 

会費 和歌同誌希望者 5,aao 円 いずれか一方希望者「 ， &00 円 

口座番号 京都 1 53 5 0 

加入者名 三菱銀行山河支店 

通信欄に必ず 発生生物学会会費と 御記入下さい。 
。 一一㌧～㌧ へ " 一一 ト " 一 Ⅰ " 一 "" 一へ " へ " へ 

  
配布希望 誌 連絡について 

未 連絡の方は至急学会事務局あ て御連絡下さい。 

送金される 際 ，通信欄に記入して 下さっても結構です。 
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